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Humanとは、「人間の」とか「人間的」と訳されます。
一人ひとりの人権を大切にする明るい上田市であることを願い、
名付けられました。

ヒューマン上田とは…

いのち・愛、そして絆を大切にするまちづくり
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特 集 あなたは知っていますか？ ハラスメントのこと
〜気づきは人権を考える第一歩〜

ハラスメントの一例 （このほかにもたくさんあります）

●パワーハラスメント………	 大勢の前で、上司が部下を叱責したり、プライドを傷つける発言をし
たりする。

●セクシャルハラスメント…	 性的な冗談を言ったり、からかったりする。相手の了解を得ずに体に
触れたりする。

●マタニティハラスメント…	 職場で「忙しい時に妊娠なんてさぁ…」「育休を取るなら昇進に響くよ」
など配慮に欠けたことを言う。

●カスタマーハラスメント…	 店員や窓口担当者を大声で怒鳴りつけ土下座をさせるなど、理不尽な
要求や言いがかりをつける。

●アルコールハラスメント…	 無理矢理一気飲みをさせる。「俺の酒が飲めないのか？」などと言う。
●ジェンダーハラスメント…	「男なら我慢しなきゃ」「女なんだから、もう少し優しくしてほしいな」

など性別を固定的にみる言い方をする。

　ハラスメントはしていることにも、されていることにも気づかないことがあります。気づき
は人権を考える第一歩です。私たちの周りにはどんなハラスメントがあるでしょうか。

いやがらせ、いじめのこと。
　身体的・精神的な攻撃などによって、他者に不利益・ダメージを与えたり、
不愉快にさせたりすること。� （厚生労働省の定義による）

ハラスメントってなぁに?

ハラスメントなんて、この職場にないでしょう。
私はハラスメントしたことないですし…。

エーッ！
職場にハラスメント
いろいろあるのに…

えっ！

自分のしていることに
気づいていないのかな？

あなたたちのことを思って言っています。
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もしあなたがハラスメント被害にあったら
ハラスメントは我慢していても解決しません。
一人で悩まず、同僚や上司、または社内や外部の
相談窓口に相談しましょう。

　ハラスメントが話題になると、「あ～、やだや
だ！あれもダメ、これもダメ、窮屈な世の中に
なってしまったもんだ。」なんて声を聞くことも
ありますが・・・。
　それは、いやな思いをしている人がいることに
「気づいていない」「気づきたくない」だけなの
かもしれません。お互いにハラスメントについて
学びながら、加害者にも被害者にもならないで
皆が幸せに暮らせる社会をつくりたいですね。

なぜしてしまうの？ どうすればいいのかな

自分の言動がハラスメント
になるかどうかわからない。
知らない。

　知ることが大切です。どんなことがハラスメント
になるか調べてみましょう。
　価値観やものの見方は時代とともに変化してい
ます。自分の「普通」が通用するのか、見返してみる
ことも大切です。

自分はハラスメントなどし
ないと考えている。

ちょっとふざけただけ。
ちょっとからかっただけ。

　あなたよりも立場や力が強い人にも同じことを
言ったり、したりできるか考えてみましょう。
　カッとした時は、すぐに憤りの感情をぶつけたり
せず、問題を解決するための言動になっているか、
立ち止まって考えてみましょう。憤りの感情をぶつ
けるだけでは、自分を取り巻く人間関係や環境は
決してよくなりません。
　どんな時も、相手の立場や思いに沿ったコミュ
ニケーションを心がけ、言い方や言葉を選んで伝え
た方が効果的です。

力ずくで相手を納得させよ
うとしてしまう。

自分の憤りを解消したい。
相手をやり込めて、自分の
感情を満足させたい。

ハラスメントを起こさないために

上田市ホームページ

人権に関する相談窓口

相手の立場や思いをくみとれていない時にハラスメントは起こります。
「自分がされて嫌なことは、ほかの人にしない。」

このことをハラスメントを起こさない一つの判断基準にしてみてはどうでしょうか。
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上田市人権啓発推進委員会 令和5年度の活動紹介上田市人権啓発推進委員会 令和5年度の活動紹介上田市人権啓発推進委員会上田市人権啓発推進委員会  令和6年度の活動紹介令和6年度の活動紹介
　上田市人権啓発推進委員会は、各団体の代表や自主的に入会した約100名の市民で構成されています。
　当委員会では、お互いの人権を尊重し、あらゆる差別をなくそうと学習や市民への啓発活動を行っています。
　より多くの皆様に当委員会を知って参加していただきたく、この１年間の主な活動をご紹介します。

いのち・愛、そして絆を大切にするまちづくりいのち・愛、そして絆を大切にするまちづくり

上田市人権啓発推進委員会  会長  土 屋　彰
　平素から上田市人権啓発推進委員会にご
理解とご協力をいただき感謝申し上げま
す。今年、舞の海秀平さんを講師にお招き
して開催した「人権を考える市民のつどい」
にも、完全には収束していない新型コロナ

ウイルス感染症やインフルエンザの流行に対する不安の中
にもかかわらず、多くの市民の方々にご参加いただき、大
変ありがたく思いました。上田市民の皆様の人権に関する
真摯な姿勢や人としての優しさと温かさを感じた時間でも
ありました。また、小中学生や高校生・社会人から寄せら
れた人権作品の応募数も、かつてないほど多く、うれしさ
と感謝の気持ちでいっぱいです。

　私自身、もっと感性を磨かなければと思っていた矢先、
知人から、職場で大きな声で叱責されて退職を余儀なくさ
れた方の話を聞き、今年の「ヒューマン上田」の特集である

「ハラスメント」という人権課題にも直面し、自分の心が揺
さぶられました。人と人とが関わる社会生活では、大なり
小なり対人関係で考えさせられることがあるかと思います
が、その時、「相手の一面だけを見るのではなく、普段は見
えにくい姿や短所だけでなく、長所も含めて、その人を丸
ごと見て対応する視点を持ちたい。」と改めて思いました。
今までと違った自分を見出すためにも、そんな見方をして
みたいと思います。皆さんも、今までの自分とはちょっと
違う角度から見直して、周囲の人を見てみませんか。

令和６年７月12日委員研修
　本年度の委員研修は、独立行政法人国立女性教育会館

（埼玉県比企郡嵐山町）で実施されました。緑豊かで広大
な敷地の中に、研修、研究、資料収集、宿泊のための施
設が点在しており、その充実ぶりに圧倒されました。
　教育会館は、女性教育関係者に対する研修や、女性教
育に関する専門的な調査研究を行い、女性教育の振興を
図るとともに、男女共同参画社会の実現を目的としてい
ます。
　研修の講師を務めてくださった研究員の方のお話はいず
れも大変分かりやすく、「男性が外で仕事、女性が家で家
事と子育て、ということが問題なのではなく、そこに格差が

生まれることが問題なのです。」というお話に目から鱗が
落ちるような気持ちで聞き入りました。また、講師の方が、
「『ヒューマン
上田』知ってい
ますよ。素敵な
ニュースレター
ですね。」と言っ
てくださり、こ
れからの活動の
励みになりまし
た。

サービスだけでなく地
域住民の力が生きる地
域」を目指して、支援
の輪を広げていきたい
と考えています。
　「講演会」は、NHK大
相撲解説者で元小結の
舞の海秀平さんを講師
にお迎えし、「スポーツ
と人権～可能性への挑
戦～」と題して講演い
ただきました。大学卒
業後の大相撲入りを決
意した舞の海さんは、１回目の新弟子検査では身長が足
りず合格できませんでした。その時は、師匠や相撲協会
を恨みましたが、後に、師匠たちの厳しさの中には自分
を思う温かさがあったことを知りました。この話から「人
間のある一面だけを見てその人の人柄や人格は判断でき
ない。その人を丸ごと見ることが大切なのだ。」と感じま
した。お互いに理解し合おうとする時には、大切なこと
だと思いました。

　最初に、「市民へのアピール」では、「レンタル高校生
プロジェクト」として福祉活動をしている、上田千曲高

等学校生活福祉科
の生徒から活動報
告がありました。
この活動は「地域
で暮らす高齢者の
力になりたい。」と
いう思いから始ま
りました。まず、
高齢者のお宅を訪
問し、草取り・庭

の手入れ・お話等をしてみると、人との関わりが希薄な
様子と困りごとが分かってきました。そこで、困りごと
解消の支援と交流の機会を作りたいと考え、「出張スマ
ホカフェ」を諏訪形公民館で開催しました。多くの方が
悩んでいたスマホの使い方の支援を通して交流も深めま
した。「誰もが安心して暮らすことができる地域」「福祉

令和６年10月４日
第19回人権を考える市民のつどい
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　「多様性をつくる人」と題し、TikTokやラジオで活躍さ
れているNana Christine,Sunrise（ナナ クリスティーン,
サンライズ ）さんのお話をお聞きしました。
　LGBTについて、体の性・心の性・愛する性、それぞれの

違いを説明され、ご
自身が女性として生
きていくきっかけを
話されました。
　また、「LGBTの人
に対する環境が整っ
ていない。」という理
由から就職ができな
かったことや、街で

すれ違うときにこそこそ話をする人が多く、まだ理解さ
れていないと感じたそうです。
　「もし、学校にLGBTの子がいたら特別扱いせず、他の
子と同じように接してほしい。」「これからはLGBTを知っ
てもらえるように講演をしたり、安心して働ける場所を
作ったりしていけるような活動をしていきたいと思う。」

「性格が違うように一人ひとりの性もいろいろあること
を知ってほしい。」と会場からの質問にも答えていただき
ました。

令和６年８月１日
LGBT理解のための学習会

　人権啓発推進委員会は、人権尊重の社会を実現するた
めの啓発活動として、人権をテーマにした作文・詩・標
語・ポスターを毎年募集しています。今年は約1500点
の応募がありました。応募作品の中から数回の審査を経
て、最優秀賞と優秀賞が決まります。審査会では、１枠
の最優秀賞に対して審査員の票が同数になり審査委員長
が判断する場面もありました。自分なりに「差別」と向き
合い、自分が少しでも変わることでよりよい社会にした
いという願いが伝わる作品が多かったためだと思いま
す。
　以前、他県の公立保育園の園長たちが上田市を視察し
た際、作品集の中の「園児のつぶやき」の欄に大変興味を
もたれたことが印象深いです。
　今年も力作ぞろいとなりました。入選作品は上田市の
これからの人権啓発に活用させていただきます。応募し
ていただいたすべての皆様に心より感謝申し上げます。

令和６年12月４日〜令和７年１月８日
人権作品審査

　人権週間初日の12月4日、人権街頭啓発活動が上田
駅前および市内のスーパー数カ所で、人権擁護委員や人
権啓発推進委員、その他関係団体が参加して行われまし
た。
　上田駅前では、「こまったら助け合おうね　ひとりじゃ
ない」をテーマにした啓発物品やパンフレットを、「おは
ようございます。人権週間です。」と声をかけながら、通
勤・通学する方々や市民の皆さんに配りました。寒い中、
ポケットから手を出して「今、人権週間なんですね。」と
言いながら受け取ってくださる方もいました。
　あらためて人権について、身近な自分事として考える
きっかけにしてほしいと思いました。

令和６年12月４日
人権週間～街頭啓発～

　上田市人権啓発推進委員会の会員をはじめ、協賛団体
の方々、社会教育関係の皆さんの参加を得て、「シェア
していこう」をテーマに研修を行いました。全体会で外
国人、性自認や性的指向、発達障がい、災害被災者など
の人権を扱ったＤＶＤを視聴した後、６つの分散会で意
見交換をしました。
　ある分散会では、「何となく知っているつもりになっ
ていたことが自分の中にたくさんあったということに、
ＤＶＤを観て気づかされました。」という感想から意見交
換が始まりました。参加者からは、お互いに歩み寄るこ
との大切さ、固定的なものの見方の怖さ、自分から相手
と距離をとってしまうことの問題点など、多様な意見が
出されました。また、東京へ行った際に我が子が外国人
を見て「こわい」と話したことをもとに、人権に関わって
自分の子育てへの反省も語られていました。自身の体験
や経験が数多く出され、有意義な分散会となりました。
学んだことが家庭や職場、地域に広がっていくことを期
待しています。

令和６年11月23日
人権啓発担当者研修会
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　今年は西部公民館で開催しました。市内の小中学生、高校生、そして
一般の皆さんから応募していただいた作品の中から選ばれた作品を展示
し、最優秀賞受賞作品については表彰式と発表会を行いました。それぞ
れの作品からは一人ひとりを認め合える世の中にしていこうという思い
が伝わってきました。
　人権講演会は、水平社博物館館長であり、神戸女学院大学で人権論を
担当されている駒井忠之さんをお迎えし、「もっとあたたかい人の世を
～水平社創立の思想を未来へ～」と題して行いました。「人間を尊敬する
事によって自ら解放せん」と訴えた水平社創立の理念には、差別された
人々だけでなく、人間皆が生きやすい世の中、暖かい（温かい）人の世を
つくっていきたいという願いが込められているとおっしゃっていました。私たちにとって自尊感情や自己肯定感が何
より大切で、自分を認めることが相手を尊重することに繋がり、お互いを大切にしていく世の中になっていくという
お話がありました。ネット上での同和問題や誹謗中傷をはじめとして様々な人権侵害が問題となっている現在、私た
ちが大切にしていかなければいけないことは何か考えさせられる時間となりました。

令和７年２月15日うえだ人権フェスティバル
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に
も
で
き
る
こ
と

上
田
西
高
等
学
校 

二
年　

浦う
ら

野の　
七な

な
帆ほ



　上田市人権啓発推進委員会では、多くの方々に人権尊重への
理解を深めていただくため、毎年、上田市教育委員会とともに
人権啓発作品（作文・詩・標語・ポスター）を募集しています。
　今年度も小中学生を始め、たくさんの方々に応募していただ
きました。その中から最優秀賞に選ばれた作品の一部を紹介し
ます。 ▲うえだ人権フェスティバルで表彰式が行われました。

　（令和7年2月15日）
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相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て

依
田
窪
南
部
中
学
校 

一
年　

田た

中な
か　
優ゆ
う
奈な

標
語
の
部

あ
り
が
と
う
　
い
わ
れ
て
う
れ
し
い
　
あ
っ
た
か
い

城
下
小
学
校 

一
年　

佐さ

藤と
う
湧ゆ
う
い
ち
ろ
う

一
郎

な
り
た
い
な
　
人
の
気
も
ち
が
　
わ
か
る
子
に

城
下
小
学
校 

二
年　

大お
お
井い　
陽ひ
ま
り葵

い
や
な
こ
と  

ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
よ  

そ
う
だ
ん
し
よ
う

川
辺
小
学
校 

三
年　

永な
が
井い　
心み
さ
咲き

く
ら
べ
ず
に
　
自
分
の
よ
さ
を
　
見
つ
け
よ
う

神
川
小
学
校 

四
年　

長な
が
お
か岡　
眞ま
な
冬と

個
人
差
を
　
認
め
合
え
る
　
世
の
中
に

川
辺
小
学
校 

五
年　

栗く
り
ば
や
し林　
美み

羽う

変
わ
ろ
う
よ
　
見
て
い
る
だ
け
の
　
自
分
か
ら

城
下
小
学
校 

六
年　

瀧た
き
ざ
わ澤　
　
杏あ
ん

「
僕
」と「
君
」　
違
い
を
認
め
て
　「
わ
た
し
た
ち
」

第
三
中
学
校 

一
年　

田た

中な
か　
　
桃も
も

思
い
込
み
　
そ
れ
は
ほ
ん
と
に
　
正
し
い
の
？

第
二
中
学
校 

二
年　

平ひ
ら
田た　
汐き
よ
蘭ら

認
め
合
お
う
　
そ
の
人
の
良
さ
　
考
え
方

真
田
中
学
校 

三
年　

柳や
な
ぎ
さ
わ澤　
莉り

央お

そ
の
個
性
　
貴
方
し
か
持
っ
て
な
い
　
宝
物

上
田
千
曲
高
等
学
校 

二
年　

山や
ま
ざ
き崎　
雪ゆ
き
乃の

歩
み
寄
る
　
相
手
の
気
持
ち
へ
　
一
歩
ず
つ

シ
ナ
ノ
ケ
ン
シ
株
式
会
社　

吾あ
が
つ
ま妻　
辰た
つ
の
り則

作
文
の
部

　

私
は
、
小
学
校
の
時
か
ら
人
付
き
合

い
が
苦
手
で
し
た
。
人
の
気
持
ち
を
考

え
る
の
が
苦
手
で
、
毎
日
の
よ
う
に
け

ん
か
を
し
て
い
ま
し
た
。
親
か
ら
も
、

「
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
行
動
し
な
さ

い
。」と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
行
動
に

移
す
の
は
難
し
く
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
先

生
に
呼
び
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は

そ
ん
な
自
分
か
ら
抜
け
出
そ
う
と
思
っ

て
努
力
を
し
ま
し
た
。

　

小
学
校
三
年
生
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
問

題
を
起
こ
し
て
ば
か
り
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
男
子
と
け
ん
か
す
る
こ
と
も

多
く
、
女
子
に
も
親
友
と
呼
べ
る
人
が

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
数
が
少
な
い
こ

と
も
あ
り
、
孤
立
し
て
い
る
こ
と
が
多

か
っ
た
で
す
。
け
れ
ど
負
け
ず
嫌
い
の

こ
と
も
あ
り
、
人
の
机
の
中
身
を
ば
ら

ま
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
私
が
変
わ
っ
た
き
っ
か
け
は
、

四
年
生
の
担
任
の
先
生
で
し
た
。
そ
の

先
生
か
ら
私
は
、「
ま
ず
は
落
ち
着
い

て
、
本
当
に
や
っ
て
い
い
こ
と
か
判
断

し
よ
う
。」と
言
わ
れ
ま
し
た
。「
え
？
そ

ん
な
こ
と
？
」と
思
う
人
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
当
時
の
私
に
は
と
て
も

難
し
い
こ
と
で
し
た
。
で
も
そ
の
こ
と

が
あ
っ
た
た
め
今
は
落
ち
着
い
て
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
自
分
が
変
わ
っ
て
か
ら
は
、

い
じ
め
ら
れ
る
こ
と
や
冷
や
か
し
な
ど

が
増
え
ま
し
た
。
そ
の
た
め
六
年
生
の

時
は
授
業
中
に
保
健
室
に
行
く
こ
と
が

増
え
て
い
ま
し
た
。
最
初
の
こ
ろ
は
、

け
が
を
し
て
も
い
な
い
の
に
行
っ
て
も

い
い
の
と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、

小
学
校
は
一
組
し
か
な
く
、
自
分
の
に

げ
る
場
所
が
な
か
っ
た
た
め
、
授
業
を

飛
び
出
し
て
行
っ
た
と
こ
ろ
が
保
健
室

で
し
た
。
年
々
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え

る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
き
て
い
て
、

ガ
マ
ン
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
爆
発

し
て
し
ま
い
、
学
校
に
行
き
た
く
な
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私

の
心
の
逃
げ
る
場
所
が
今
も
な
お
見
つ

け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
ス
ト
レ

ス
を
た
め
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

け
れ
ど
、
一
カ
所
だ
け
自
分
が
本
当

の
気
持
ち
を
ぶ
つ
け
ら
れ
る
所
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
部
活
で
す
。
プ
レ
ー

で
上
手
く
い
か
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
が
助
け
て
く
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
学
校
や
ク
ラ
ス
で
あ
っ

た
良
い
こ
と
も
嫌
だ
っ
た
こ
と
も
相
談

に
乗
っ
て
く
れ
ま
す
。
な
の
で
少
し
ず

つ
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
て
い
き
な
が
ら

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
が
友
達
に
や
っ
て
し
ま
っ
て
い

た
こ
と
は
、
今
か
ら
消
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
な
の
で
、
過
去
の
行
動
を
反

省
し
、
改
め
た
自
分
で
こ
れ
か
ら
を
過

ご
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
友
達
や
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
に
冷
や
か
し
や
い
じ
わ
る
を

し
て
い
る
人
た
ち
も
変
わ
っ
て
い
け
れ

ば
、
み
ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
世
の

中
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
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ポ ス タ ー の 部

上田市人権啓発推進委員会への
ご意見、入会申込み（年会費500円）は事務局まで。

《事務局》 上田市教育委員会  生涯学習・文化財課
　　　    TEL.23-5197

たすけ合おう
塩尻小学校 三年　山

やまもと
本　穣

じょうじ
司

みんな　なかよし
丸子中央小学校 二年　深

ふか
井
い

　結
ゆい

十人十色  自信をもって突き進もう
東小学校 六年　筒

つつ
木
き

　涼
すず

音
ね

個性をみとめ合う世の中に…
川辺小学校 五年　栗

くりばやし
林　美

み
羽
う

また、見て見ぬふり？
真田中学校 三年　城

しろ
間
ま

　桃
もも

乃
の

優しさを忘れない世界にしよう
第五中学校 一年　石

いし
野
の

　結
ゆい

菜
な

なかよし
武石小学校 一年　宮

みやした
下　夏

か
維
い

みんななかよし　みんな平等
丸子中央小学校 四年　宮

みややま
山　暖

の
乃
の

香
か

平等で美しい世界にしよう
第五中学校 一年　塚

つかはら
原　千

ち
尋
ひろ

＊表紙について＊
　令和６年度の人権作品ポスターの部において最優
秀賞に選ばれた作品です。
　カラフルな色づかいがみんなの気持ちを明るくし
てくれる作品です。上田市人権啓発推進委員会で
は、市民の皆様お一人おひとりの個性が輝き、笑顔
があふれる住みやすい上田市になるよう、心を一つ
にして人権啓発に取り組んでいきます。


